
自分の思いや考えを豊かに伝え合う児童の育成 

－ＩＣＴ（１人１台タブレット端末）の効果的な活用を通して－ 
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概要：本校では，１人１台タブレット端末を活用し，アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を研究

している。全校で様々な教科で取り組むことで，タブレット端末を活用した授業が，「一人ひとりが自

分の考えをもてる」「友達と考えを進んで伝え合える」「思考を可視化しながら話し合える」など，思

考・表現を高めるための手立てとして有効であることがわかった。導入から１年半，タブレット端末の

活用によって，教員の授業スタイルとともに児童の姿に大きな変容が表れた。そこで，本校のタブレッ

ト端末活用の１年間の歩みと共に，タブレット端末を効果的に活用した授業をいくつか紹介する。 
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１ はじめに 

 本校は，平成２７・２８年度から「教育の情

報化」の研究指定校として教育委員会から２年

間の研究委嘱をいただき，研究主題を「自分の

思いや考えを豊かに伝え合う児童の育成～ＩＣ

Ｔの効果的な活用を通して～」とし，タブレッ

ト端末４０台を導入し，研究に取り組んでい

る。 

研究を始めるまで，本校の児童の実態として，

自分の考えをもったり，それを表現したりする

力は欠けていた。また，教員のＩＣＴ活用率に

ついては決して高くなく，各学級１台常設され

ている実物投影機でさえ活用する教員は少なか

った。そこで，研究委嘱を機に授業改善を図り，

黒板とチョークと紙の資料で行っていた従来の

授業を見直し，「ＩＣＴによる学習意欲の向上」

と「タブレット端末を活用したアクティブ・ラ

ーニング」という２つの視点から自分の思いや

考えを豊かに伝え合う児童の育成を目指す取組

を行うこととした。 

２ 研究の方法 

 低学年から高学年までの全学年の様々な教科

において，タブレット端末を活用した教科目標

達成のための効果的な授業研究を行い，それに

よって見えた課題の解決を図り，その効果測定

として，児童対象にアンケート調査を行い，成

果を検証した。 

３ 結果 

児童の思考・表現を，「①自分の考えをもつ」

「②考えを伝え合う」「③話し合う」の３つのス

テップに分け，それぞれのステップで１人１台

タブレット端末を活用することによって，学習

のねらいにより迫る効果的な伝え合いや話合い

ができることがわかった。以下，３つのステッ

プに結果を示す。 

（１）ステップ１ 自分の考えをもつ 

 自分の思いや考えを豊かに伝え合うことがで

きるようにするためには，まず１つ目のステッ

プである「①自分の考えをもつ」ことが必須で

ある。特に，低学年では，自分の考えをもつこ

とが難しい児童が多い。そこで，楽しく学習に

取り組む中で，自分の考えをもつことができる

ようにするための活用方法を考えた。 

（１）－１ 第１学年 生活科 

 「がっこう だいすき」では，学校探検で見

つけた自分のお気に入りをタブレット端末で写

真に撮り，クラス皆で「お気に入りマップをつ

くろう」という課題を設定した。ペアで学校の



「とっておき」を選ぶために写真を二枚に絞る

という活動を通して，どうしてここがいいと思

ったのか伝え合えるようにした。タブレット端

末を机の真ん中に置いて二人で画面を見ながら

伝え合うことによって，写真に写したものへの

思いに気付き，自分の学校の良さに関する無自

覚な気付きを自覚させることができた。（図１） 

（１）－２ 第２学年 図画工作科 

 「ひみつのグアナコ」では，自分のつくった

作品をお気に入りの場所に置き，タブレット端

末で写真に撮ることで自分の作品への思いを深

められるようにした。児童達は，廊下や中庭な

ど思い思いの場所を選んで写真に撮り，教師が

「どうしてここを選んだの？」と尋ねると，「私

の作品はね，…」と自分の作品への思いを沢山

語ることができた。また，撮った写真は，教室

で友達と見せ合い，どうしてその場所を選んだ

のか説明しながらお互いの作品の良さに気付く

ことができた。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 低学年の児童でも，「写真を撮る」「写真を見

る」ということは簡単にできる。操作に戸惑わ

ずに活用することが，授業のねらいに迫るため

には欠かせないポイントである。また，基本的

な授業規律はもちろん，低学年からタブレット

端末を使う時のルールをきちんと身に付けさせ

ることができた。 

（２）ステップ２ 考えを伝え合う 

 ２つ目のステップである「②考えを伝え合う」

をより行いやすくするツールとしてもタブレッ

ト端末は大変有効であった。 

（２）－１ 第２学年 国語科 

 「お話のさくしゃになろう」では，タブレッ

ト端末に絵をかいて想像を膨らませながら物語

を考えた。ジャストスマイルクラスのカード機

能を使い，３枚のカードそれぞれに物語の初め・

中・終わりの絵を描かせた。伝え合いでは，自

分が考えた物語を，絵を見せながら語ることが

できるため，友達に伝えやすい。また，聞き手

にとっては，友達が話すことに戸惑っていても

絵を手がかりに質問をすることができる。その

ため，質問や感想をもとに物語をさらに良いも

のにしていこうとする児童の姿が見られた。（図

３）また，タブレット端末で描くと，紙に書く

時とは異なり，書いたり消したりすることが簡

単にできるため，途中で物語を推敲して変更し

た場合にも，躊躇せずに物語を変えることがで

きた。また，推敲の時間をしっかりととれるよ

うに主人公のスタンプを教師が作って用意して

短時間で描けるように工夫したことでより児童

の思考が深まった。（図４） 

 

 

 

 

 

 

第６学年社会科の歴史の学習では，ジャスト

スマイルクラスのノート機能で資料を配付した。

配付したカラーの資料に気付いたことをペンで

書いたり，気になるところはズームをして見た

りして気付いたことを友達と伝え合った。タブ

レット端末で資料を配付することで，一人ひと

りが資料にしっかりと向き合う姿勢ができ，そ

れによって伝え合いを活発にすることができた。

（図５） 

 第６学年算数科の図形の学習では，デジタル

教科書の図形をペアで動かしながら，どこを底

面積と見て答えを求めるか友達と意見を出し合

った。タブレット端末で動く資料を見ながら，

課題解決に取り組む姿が見られた。（図６） 

 

 

 

 

図２ お気に入りの場所で 
写真を撮る 

図１ 写真を見ながら 
とっておきを選ぶ 

図３ 考えたお話を 
伝え合う 

図４ 主人公のスタンプで 
絵が簡単に描ける 

図５ 写真資料に気付いた
ことを書き込む 

図６ 図形を動かしなが
ら話し合う 



（３）ステップ３ 話し合う 

 ３つ目のステップは，「③話し合う」である。

ステップを着実に積み重ねていくと，課題解決

に向けた協議や討論などができるようになって

くる。高学年では，タブレット端末の操作への

戸惑いも少なく，自分や友達の思考を可視化し

ながら学習を深めていくことに活用することが

できた。 

（３）－１ 第５学年 社会科 

 「米づくりのさかんな地域」では，米づくり

を続けるための取組について，ジャストスマイ

ルクラスのカード機能で十何枚もの資料を配付

し，一人ひとりに資料の読み取りをさせて調べ

させた。読み取って気付いたことを資料に書き

込んだり，気になった部分に印を付けたりする

ことで，自分の考えを伝えやすくした。そして，

考えを伝え合った後，その資料を課題に沿って

グループで分類したり比較したりして考えを整

理する能力も向上した。（図７） 

（３）－２ 第５学年 社会科 

 「自動車づくりにはげむ人々」では，ジャス

トスマイルクラスの模造紙機能を使って，客の

ニーズをキーワードごとに分類し，整理するこ

とで，ニーズに対してどのような自動車を開発

したいか具体的に考えをもつことができるよう

にした。自分達の意見がどこに集まっているの

か，タブレット端末の付箋の数や内容から考え，

問題を焦点化して話し合うことができた。（図８） 

 

 

 

 

 

 

４ 考察 

 本研究では，タブレット端末をあくまでも学

習のねらいに迫るための一つのツールとして活

用してきた。しかし，研究を進めると，アクテ

ィブ・ラーニングを取り入れ，思考・表現を活

発にするためには，タブレット端末の授業での

位置づけの他，学習形態を工夫することも大切

なことがわかった。 

以下，学習形態の工夫としてジグソー法や簡

単な話型を取り入れて行った理科の授業実践で

ある。 

第３学年理科「どれくらい育ったかな」では，

ホウセンカとヒマワリ・ワタ・ピーマンの中か

ら植物を一つ選び，２つの植物を継続して観察

した。観察カードに絵や文で記録するだけでな

く，ジャストスマイルクラスのカード機能を活

用して，１人１台タブレット端末を使って写真

でも記録をしていった。 

まず，児童一人ひとりが担当している植物の

体のつくりを調べ，３人で一つのグループにな

り，同じ植物を調べた児童同士で植物の体のつ

くりについて気付いたことを伝え合った。（図９）

それから，友達の考えを取り入れながら，自分

の考えを写真に書き込み，自分の考えをしっか

りともてるようにした。（図１０） 

 

 

 

 

 

 

次に，調べたことを持ち寄り，異なる植物を

調べた児童同士で，植物の体のつくりを伝え合

い，３つの植物を比較することで植物の体のつ

くりの共通性を理解できるようにした。（図１１，

１２） 

 

 

 

 

 

 

同じ植物を調べた児童同士の伝え合いを入れ

たことによって，自分の考えをしっかりもつこ

とができたため，異なる植物を調べた児童同士

の中でも自信をもって伝え合うことができた。

図７ カード機能で 

課題別に資料を分類 

図８ 模造紙機能で 

考えを整理する 

図９ 同じ植物を調べた友
達と伝え合う 

図 10 自分の考えを 
写真に書き込む 

図 11 異なる植物を調べた
児童と伝え合う 

図 12 ３つの植物を 
比べる 



また，写真に考えを書き込むことで考えを整理

することができたため，異なる児童同士の中で

もスムーズに伝え合いをすることができた。こ

のように，ジグソー法を取り入れたタブレット

端末の活用により，児童は進んで自分の考えを

伝え合うことができた。（図１３） 

 また，児童がしっかりと伝え合いや話合いが

できるように，「くらべるワード」と称して簡単

な話型を提示した。「○○の方が～」「○○と違

って～」などの簡単な話型を提示することで，

比較するという理科の大切な視点をもてるよう

にすると共に，どのように話したらよいのか戸

惑う児童の支援をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 第３学年のこの実践では，前述のステップ１，

２の両方を行っている。４５分の授業の中でし

っかりと自分の考えをもち，伝え合う活動を充

実できるようにするためには，このステップを

意識的に積み重ねていくことが必要である。ま

た，どの場面でも，タブレット端末と活用する

ソフトウェアの機能に使い慣れていなければ，

その操作ばかりにとらわれてしまい，学習のね

らいを達成することは難しい。よって，タブレ

ット端末を活用していく際には，発達段階を踏

まえ，タブレット端末を日常的に使用し，児童

の実態に応じた活用の仕方をすることが大切で

ある。 

Ｈ２８年度７月，児童対象に「授業でタブレ

ット端末を使うとどんなよいことがありました

か」というアンケート調査を行った。結果，タ

ブレット端末を使った授業では，「友達の考えが

わかりやすくなった」が７８％，「調べたことを

記録したりまとめたりしやすくなった」が７

６％，「話合いが楽しくなった」「学習に興味・

関心をもてるようになった」が７５％だった。

このことから，従来の授業スタイルから，１人

１台タブレット端末を活用したアクティブ・ラ

ーニングを取り入れた授業に変えていくと，学

習意欲の向上が図られ，さらに児童は自分の考

えを深め，それを友達にわかりやすく伝えるこ

とができるようになったと感じていることがわ

かった。それと同時に，ステップ１「自分の考

えをもつ」が６６％と他と比較して低いことも

わかった。児童一人ひとりがさらに「自分の考

えをもつ」ことができるようにするためにタブ

レット端末の活用方法や学習形態など，さらな

る工夫をすることが今後の課題である。（図１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 結論 

本研究を通して，今まで自分の思いや考えを

伝えることに戸惑っていた多くの児童が「伝え

る」ことができるようになり，また，これまで

できていた児童はさらに意欲的に進んで伝える

ことができるようになった。 

１人１台タブレット端末を活用することによ

り，授業スタイルは変わり，児童が能動的に学

習に取り組むようになった。この児童の姿の大

きな変容は，１人１台タブレット端末がもたら

した大きな成果である。今後，この成果を生か

し，積極的にタブレット端末を活用し，児童の

学習意欲を高めるための「課題設定や発問の工

夫」「伝え合いや話合いを活発にするための学習

方法の導入」や「簡単な話型の提示」などの他，

アクティブ・ラーニングなど新しい学び方を取

り入れ，児童の実態を踏まえた授業を学校全体

で展開していきたい。 

図 14 タブレット端末の活用が授業に及ぼす効果 

図 13 授業を終えた児童の感想  


